
令和 8 年度 第１回⻄区⾃治協議会 会議録 
日 時 令和８年４月３０日(金) 15：00〜 会 場 ⻄区役所 健康センター棟３階 大会議室 
出席者 委員 ⾵間会⻑、岩沢副会⻑、⼭賀副会⻑、久保⽥委員、中村委員、渡邊委員、関委員、伊

藤(健)委員、⽥村委員、竹⽥委員、大矢委員、笹川委員、伊藤(正)委員、藤橋委員、
大島委員、⻘⽊委員、尾⽥委員、古俣(和)委員、⼭岸委員、髙橋委員、⼭口委員、今
村委員 計２２名 

事務局 岩浪区⻑、大橋副区⻑、兼島地域課⻑、竹⽥区⺠⽣活課⻑、植野健康福祉課⻑補佐、
浅間保護課⻑、中村農政商⼯課⻑、丸⽥建設課⻑、野崎⻄出張所⻑、菊地⿊埼出張所
⻑、永井教育⽀援センター所⻑、真柄坂井輪図書館⻑ 他 

傍聴人 県議・市議…4 人/報道…0 人/一般…1 人 
 

 
【開会】 
 
（地域課・吉岡補佐） 
・出席予定委員数 22 名、会議成立の報告 
・会議内容公表の報告 
・資料内容確認 
 

 
【区⻑あいさつ】 
 
（岩浪区⻑）区⻑挨拶 
 

 
【事務局紹介】 
 
（事務局 各所属⻑）事務局⾃己紹介 
 

 
【議事】 
 
（⾵間会⻑） 
それでは次第 3 議事（１）部会構成員についてというところでございますけれども、⾃治協議会は通常、
議事の後に報告という流れで進行しておりますが、説明の都合のため、初めに委員推薦会議の座⻑より、
委員の辞任に伴う後任委員の推薦についての報告をいただいてから地域課⻑よりご説明いただくという
ことになります。 



それでは伊藤座⻑よろしくお願いいたします。 
 
（伊藤座⻑） 
それでは私からご説明いたします。 
資料 2-1 委員の辞任に伴う後任委員の推薦についてをご覧ください。 
 
第 10 期の⻄区⾃治協議会の委員任期は令和 9 年 3 月 31 日までですが 3 月の本会議でも報告させていた
だきました通り、新潟大学より選出された荻野真衣委員より辞職辞任願が提出されました。 
任期の途中で委員に欠員が⽣じた場合の後任委員の推薦について、前任委員と同じ団体へ推薦依頼をか
けることを既に座⻑専決事項としてご承認いただいておりましたので、本日は団体からの推薦いただい
た委員についてご報告いたします。 
 
新潟大学からは、経済科学部の学⽣の半塲悠人様を推薦いただきました。 
区⾃治協議会委員は区⾃治協議会が区⻑に推薦し、その後、区⻑が市⻑へ推薦し、市⻑が委嘱することに
なりますので、本日この場において報告いたします。 
 
なお、任期途中での交代となりますので、任期は前任者の残任期間を引き継ぐことになりますので、令和
9 年 3 月 31 日まで、所属部会は前任者の通常部会を引き継ぐこととしております。 
 
後任委員の詳細については資料 2-2 をご覧いただければと思います。 
私からは以上でございます。 
 
（⾵間会⻑） 
伊藤座⻑ありがとうございました。 
それでは続きまして地域兼島課⻑より説明をお願いいたします。 
 
（地域課・兼島課⻑） 
はい。 
では引き続き部会構成員について説明させていただきます。 
資料 2-3、第 10 期⻄区⾃治協議会部会所属一覧をご覧ください。 
 
先ほど伊藤座⻑からご報告いただきました通り、新潟大学推薦の半塲委員には、第 3 部会に所属してい
ただきます。 
なお、新潟国際情報大学の学⽣委員につきましては、大学からの推薦が遅れておりますので空欄として
おります。 
 
次に資料の裏面をご覧ください。 
第 3 部会の農業の魅力発信プロジェクトの記事を担当していただくため、渡邊恒彦委員に広報紙部会に



所属していただくことを考えております。 
こちらについてはお諮りいただきたいというふうに思っております。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
説明は以上です。 
 
（⾵間会⻑） 
ありがとうございました。 
それでは部会の構成につきまして、兼島地域課⻑より説明がありましたが、またその前に伊藤座⻑より
も説明がありました。 
この説明について皆さんの方から何か質問意見ございましたら、挙手をお願いしたいですがいかがでし
ょうか。 
 
（質問者なし） 
 
（⾵間会⻑） 
意見はないようですので、それではこの内容ですすめたいと思います。 
 

 
【⾃治協からの報告】 
 
（⾵間会⻑） 
それでは次第の 4 ⾃治協からの報告（１）部会の状況報告についてまた第 1 部会からですね、簡潔に報
告をお願いします。 
伊藤部会⻑よろしくお願いいたします。 
 
（伊藤第１部会⻑） 
はい。 
第 1 部会の伊藤でございます。 
令和 8 年度第 1 回の会議としまして、4 月 6 日月曜日午後 3 時から⻄区役所 4 階の対策室で行いました。 
出欠に関しては記載の通りでございます。 
 
まず（1）としまして前回の振り返りを行った後、（２）提案事業について、まず高校⽣と連携した⾃転車
盗難防止事業ということになります。 
 
こちらは文理高校の高校⽣の皆様と顔合わせを兼ねて、先日の 27 日の月曜日第 1 部会の委員とともに学
⽣とともにノベルティの袋詰めを行わせていただきました。 
 
これどのように配布するかというのもそのときに話し合いをしまして、5 月 8 日に⽣徒総会があるそう



ですのでそちらの方で啓発活動を行い、ノベルティに関しては後ほど教室で学⽣に配布してもらう形に
なっております。 
 
学⽣から地域の方でも配布啓発活動を行いたいということで、まだ日程は決まっておりませんが、新潟
大学前駅および内野駅でノベルティの配布を行うこととなっております。 
 
続きまして地域の防犯講演会ですが、予定としましては立仏校区ふれあい協議会から新たにご希望の方
がありました。 
あと防犯講演会の開催についてのアンケートも出しておりますのでそちらの方のご協力もお願いしたい
と思います。 
 
講演では三流亭楽々さんに来ていただいているのですが、楽々さんの方から、もうちょっと時間が欲し
いということですので、できれば⻑めに時間を取っていただければ幸いと思っております。 
 
続きまして⾃主防災組織の意識向上事業ということで、記載のような意見が出てまいりました。 
まず新潟市の情報発信がまだまだ足りないのではないかと。 
それから、簡単に揃え揃えられる防災⽤品の情報はどうか、いろいろ全部読むと⾮常に⻑くなりますの
でご覧いただければと思いますが、どうしても防災になりますと⾃助の部分、共助の部分と、どんどん話
が広がっております。 
 
そこでまず簡単に誰もができるようなものからスタートしていこうというになりました。 
まずは古俣委員の緊急持ち出し品の事例を区だより等広報誌等、それから動画等活⽤しながら、区⺠の
皆様に広げていけるような形に検討していくということになりました。 
 
その他としまして、4 月 1 日に⾃転車の法改正がありましたので、私が以前⾃動車学校の教習指導員やっ
ていましたので、気を付けるべき点を説明させていただきました。 
 
次回の部会ですが 5 月の 11 日月曜日 15 時から⻄区役所 3 階 303 会議室で行う予定となっております。 
以上でございます。 
 
（⾵間会⻑） 
ありがとうございました。 
それでは続いて第 2 部会⼭岸部会⻑お願いいたします。 
 
（⼭岸第２部会⻑） 
はい。 
第 2 部会の⼭岸です。 
それでは 2 部会の第 1 回会議概要をご覧ください。 



4 月 10 日金曜日午後 3 時半から 5 時⻄区役所 4 階対策室で行われました。 
 
令和 8 年度の事務局紹介や前回の振り返りの後、今まで⻑年継続してきた⽀え合いの大切さ普及事業と
いうことで、5 のつく日はご挨拶デーについて今後の水平展開の確認をいたしました。 
新年度初めに実施される学校校⻑会議やコミ協会⻑会議に事業の紹介文とチラシを配布することや、現
在の広報媒体の在庫状況を確認して必要なものは追加しようかというところです。 
早速この間コミ協会⻑会議で竹⽥副部会⻑から周知していただきました。 
 
続きまして、今年度取り組むメインで取り組んでいく、にしくすき間コネクトプロジェクトについてで
す。 
坂井輪地区公⺠館⻑においでいただきまして、ヒアリングや図書館が作成した資料をもとに、現場の状
況や課題などを把握しました。 
そういった課題を聞く中で、今後⾃治協と公的な場所との連携がどんなふうにできるか考えていきまし
た。 
 
出された主な意見としては⼩・中学⽣が公⺠館活動やサークルに参加できるような形に繋ぐのはどうか。 
社会教育の一員としてということですね。 
フリースペースは既にかなり使われているのでその利⽤促進をどうするする必要はないと感じる。 
これは公⺠館側の意見でしたけれどもあの地域性もいろいろあるのではというところです。 
フリースペースの拡張が難しいとすれば、⾃治協で月に何回か部屋を借りて勉強を教えるなどのイベン
ト企画をするのも良いのではないかということも提案されました。 
 
また、具体的な取り組みもいいがまずはこれまでのアンケート結果やこのヒアリング内容も踏まえ、居
場所情報の整理を行った方が良いのではないかといったご意見が出ました。 
決定した大まかな方針ですが、各地域でやはり状況が異なるため、一つの地域で何かを取り組む、実践す
るというよりもまずは今までの皆さんから収集したいろいろなアンケートの結果とか第 3 部会の調査資
料なども参考にさせていただきながら、マップ等への落とし込みというところで可視化をしていきます。 
その後、次の手段に入っていきたいと考えております。 
 
次回は 5 月 14 日⽊曜日 3 時半から 3 階の 303 会議室で行う予定です。 
以上です。 
 
（⾵間会⻑） 
はい、ありがとうございました。 
それでは第 3 部会につきましては、⼭賀副会⻑それでは第 3 部会の報告をいたします。 
 
（⼭賀第３部会⻑） 
開催日は 4 月 9 日⽊曜日午後 1 時半からでした。 



出席者は記載の通りです。 
事務局紹介と前回の振り返りを行った後、提案事業の内容検討を行いました。 
三つのプロジェクトを進めておりまして、まず大学⽣による魅力発信プロジェクトですが、先ほど委員
の辞任のお話があった通り、昨年ルート案を作った 2 人の大学⽣が卒業して新しい方がまだ部会には参
加できないだけできてなかったので、新しい委員さんが揃ってから検討を進めていくということにして
いました。 
 
それから地域の見える化プロジェクトですが、先月、本会の方でも調査結果の一覧を皆さんの方に配布
させていただきました。 
２コミ協さんが未提出だったのですが、一つは提出いただきまして、そしてもう一つも連休前までには
出していただくということでしたので、ほぼ全部揃うことになりました。 
連休後、5 月中旬ぐらいになりそうですが、各コミ協さんにとりあえずのまとめと、それから今後の活⽤
も含めたお礼の文書をお送りする予定にしております。 
皆さんご協力ありがとうございました。 
 
この調査結果を元に、今古くなっている⻄区のガイドマップの更新の全体のイメージを意見出していた
だきました。 
新区⺠の皆さんに見ていただくために親しみやすいデザインにした方がいいとか、各地の繋がりが見え
るといいとか、地元の人が本当に魅力に気づけるようなマップにできるといいというようなご意見もい
ただきました。 
見ていただいてわかる通りかなりの情報量になっていますので、まずマップを作る前にいろいろなデー
タを整理する必要があり、そこに新潟大学の尾⽥先⽣からのご提案で学⽣さんの活⽤ができるかもしれ
ないということだったので今後その辺りも検討していくということになりました。 
またインターネット等での発信もやっていきたいということなので、そういったデジタル技術を使って
マップを面白くさせていくことも今アイディアが出ております。 
 
裏面に行きまして農業の魅力発信プロジェクトです。 
先ほども部会の構成員の方でお話がありました通り、農業の魅力発信をこの⾃治協の広報誌で連載して
いくということで、どういった内容がいいかアイディアを出していただきました。 
 
主な意見は記載されている通りですが、部会の皆さんのご意見をもと、渡邊副部会⻑に広報紙部会に入
っていただいてきまして、広報誌部会の委員の皆さんと相談しながら決めていくということで、記事の
作成は一任する形で進めていくということになりました。 
 
次回は 5 月 14 日の 10 時半からということです。 
以上です。 
 
（⾵間会⻑） 



はい。 
ありがとうございました。 
それでは総務特別部会につきましては、私の方から報告をいたします。 
4 月 24 日午後 3 時半から約 2 時間会議を行いました。 
今日の会議をどういうふうに進めるかというのがメインになります。 
 
主な議事としましては、第 1 回⾃治協議会の議事調整をということで、次第の案に基づきまして、議事
報告内容や進行の確認を行いまして、議事進行と報告内容を一部調整したところです。 
 
それから 2 番目としましては、今後の⻄区を元気づける事業の検討につきまして、皆さんすぐ思い浮か
ぶのは、昨年の 10 月に約 10 日間次実施しました発酵街道開というものがございました。 
検討の経緯や今後の進め方を再確認し、各事業内容の検討を行いました。 
 
また出された意見を踏まえた事業ごとの決定事項は以下の通りでございます。 
決定した内容につきましてまず三つありますが、一番目としましては、アクセス向上に繋がるツアーの
企画。 
対象は⿊埼エリア、産業道路沿いエリアの高齢世代です。 
テーマとしましては、飲食や買い物が楽しめるツアー企画としたい。 
回数に実施回数につきましては試験的に 1 回程度を考えております。 
その他、ニーズ把握のアンケートをあわせて実施をしたいと。 
 
それから 2 番目としましては、情報発信の強化。 
モデルコースを設定し、広報媒体を作成すると。 
区分としては、飲酒ありと飲酒なしと、そして飲酒なしの方はマイカーコースと、家族でのコースです
ね。 
この三つのコースを考えておりまして、設定内容としましては店舗やイベントなどそれぞれの区分に合
わせて、情報整理をしたいと思っております。 
媒体としましては、作成したこの三つのコースを、実行委員作成のパンフレットに掲載をすると合わせ
てカード形式の配布や Web マップ配信も行うということになっております。 
 
それから三つ目、一般の方も巻き込んだ広報戦略。 
SNS 活⽤し、フォト企画内容としましては、インスタ投稿で応募する形式のフォトコンテストを企画そ
して、投稿してもらった写真は、今後の広報活動にも活⽤させていただきたいということですね。 
それから、テーマとしましては、発酵街道に関係のあるものを、「＃にしく発酵びより」をつけてもらう
と。 
入賞作品を選び、発酵街道に関連するようなものを賞品として贈呈したいと。 
こういった決定事項に基づきましてこれから詳細な企画案を事務局側で調整することとし、その企画案
に基づいて次回、更なる検討を行うことといたしました。 



 
次回は 5 月 20 日水曜日午後 3 時半から 3 階の 303 号室会議室で予定をしております。 
総務特別部会については以上でございます。 
 
それから今日は⻑澤委員から広報紙部会の報告予定しておりましたが、欠席というお電話私の方にあり
まして、代読をさせていただきます。 
 
次のページを開いていただきまして、⻄区⾃治協議会広報誌特別部会、令和 8 年度第 1 回の会議概要を
ご覧ください。 
開催をしたのは 4 月 17 日金曜日午後 3 時から約 1 時間でございます。 
出席委員につきましては、ご覧の通りですね。 
 
今回は令和 8 年度の初めての会ということになりますので、まず今年度の事務局担当の職員の紹介があ
りました。 
 
それから部会⻑、副部会⻑を決定いたしました。 
部会⻑は今日欠席ですけど⻑澤委員、副部会⻑に私が就任しました。 
本当に部会⻑のお手伝いと⾔ってもうまくできるかどうか⾃信がないところですけど、何とか⻑澤委員
を⽀えながら進めていきたいと思っております。 
 
それから、令和 8 年度のスケジュールの確認、紙面作成方針を再確認いたしました。 
⾃治協の広報誌と⻄区だより⾃治協特集号を作成するスケジュールを確認しまして、当初予定通りのス
ケジュール感で進めていくことを決定いたしました。 
区だよりの方は 4 月 27 日、それから⾃治協広報紙の方は 7 月 24 日が原稿締め切りという段取りになっ
ております。 
 
それから⻄区役所だより 6 月 21 日号につきましては、⾃治協の特集記事の内容について、以下の 3 点を
盛り込んだ内容とすることにまとまりました。 
 
１番目が、⾃治協議会とは何かということですね。 
それから 2 番目としましては、各部会の役割紹介。 
そして 3 番目としては⾃治協の広報紙の発行についての予告ということにいたしました。 
 
それから今年度の実施事業の広報紙の掲載内容につきまして、委員から出た意見は以下の通りでござい
ます。 
表は各部会の活動紹介、それから裏面は連載特集記事とすると。 
 
裏面の内容は以下の 3 点としたいと、一つが、好評で引き続きということで、「ふるさと深堀」。 



二つ目として第 3 部会の提案事業、農業の魅力発信プロジェクトの特集記事。 
それから三つ目としましては、これも続けている内容でございますけど、クロスワードパズル、場合によ
っては表面での良いかもしれないということですね。 
 
初回となります 9 月号の表面は第 3 部会の活動紹介をから始めまして、裏面の第 3 部会の特集と関連性
があるものにすると読者も読みやすい所管になるのではないかという意見が出ておりますので、そうい
う形に進めていきたいという段取りをしたいと思っております。 
 
それから、農業の魅力発信プロジェクトについては、各号が発行される時期に旬を迎える食材を取り上
げることとしますということですね。 
例えば 9 月号ではくろさき茶豆、12 月号ではいもジェンヌ、翌年の 3 月号では、赤塚大根ですね。 
 
⽣産者の方に話を聞き、食材の歴史とか、実際に⽣産者が作っている食材を⽣かしたレシピを取り上げ
ると、読者も楽しめるようだという意見でまとまりました。 
 
広報紙部会の次回は 5 月 18 日の午後 3 時から 3 階の 303 会議室で開く予定でございます。 
それでは、今ここまで第 1 部会から第 3 部会通常部と等特別部会の報告をいたしましたが、皆さんの方
から何か。質問等ございましたら挙手を願いします。 
 
（質問者なし） 
 

 
【各所管課からの報告】 
 
（⾵間会⻑） 
それでは続きまして、各所管課からの報告ということで、一つ目としまして令和 8 年度⻄区の主な取り
組みにつきまして、大橋副区⻑より報告をお願いいたします。 
 
（大橋副区⻑） 
はいそれでは令和 8 年度⻄区の主な取り組みについてご紹介いたします。 
⻄区の区ビジョンに沿って、主な取り組みをご説明します。 
 
資料の左側をご覧ください。 
橙色の枠内の豊かな⾃然と色楽しめる街です。 
令和 8 年度は世界湿地都市ネットワーク市⻑会議が市内で開催予定となっており、潟に関する事業の機
運が高まっています。 
そこで佐潟を中心とした北国街道エリアの魅力向上とその啓発に取り組み⻄区の豊かな⾃然と食を発信
します。 



１の佐潟水鳥・湿地センター運営アドバイザリー業務では、ラムサール条約登録湿地佐潟を環境保全や
交流、情報発信の拠点としての機能を強化し、⾃律的な運営体制の構築を図ります。 
そのために、専門的知見を有する事業者と連携し、環境教育プログラムの質の向上や、地域資源との連携
などソフト事業の充実に取り組みます。 
 
２の北国街道活性化プロジェクトでは令和 7 年度に実施した「オーライ！発酵街道開 2025」などの事業
成果を⽣かし、北国街道沿いに点在する資源を結び、広域的な回遊性の創出と地域の賑わい作りに取り
組むことで、関係人口の創出と地域経済の循環に繋げていきます。 
 
３のなぎさのふれあい広場改修事業では、なぎさのふれあい広場の更なる利活⽤をします。 
令和 7 年度に実施した駐車場排水解消対策に加え、令和 8 年度はウッドデッキの修繕を行うとともに施
設内の除砂作業を拡充し、快適な施設の維持に取り組みます。 
 
４の⻄区未来を拓く農業⽀援事業では、今まで遊休農地未然防止の取り組みや、就業環境改善のための
ほ場でのトイレのモデル設置及び保安林整備、ボランティア団体の活動⽀援を実施してきました。 
令和 8 年度は新たに水稲の省力化や低コスト栽培技術の普及のため乾⽥直販栽培モデルほ場を設置し、
⽣産者に情報提供をしていきます。 
 
５の⻄区の魅力に出会う！まち歩きと食育体験では、食育推進のため⼩学校や保育施設での給食やおや
つに地場農産物を活⽤してきましたが、中学校の全員給食を受け、新たに⻄区産のコシヒカリや大根を
中学校給食にも導入します。 
また、⼩学校と連携し、大根の収穫体験を実施する他、一般家庭向けにも農家との交流の場として子供農
業体験を開催し、食等のへの理解を深めます。 
さらに⾃然景観や地域の歴史文化などの観光資源を活⽤したまち歩きも継続実施していきます。 
 
６の佐潟活⽤プロジェクトハード事業では、ラムサール条約都市推進プロジェクトチームで検討された
「潟の身だしなみを整える事業」として佐潟の景観保全と快適な利⽤に向け、除草や点検、清掃の実施に
より、公園の維持管理をします。 
 
次に、右上のピンク色の枠の人と人が繋がり⽀え合うやさしいまちです。 
１０の認知症オレンジプロジェクトでは無料で行える認知症の簡易検査や予防セミナーを実施し、認知
症の方が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。 
 
次に右側中段の⻩色の枠の安心安全で快適な快適に暮らせるまちです。 
１４の区⺠とともに取り組む地域防災力の向上では、地域防災力の向上を図るため、⾃主防災組織や防
災士と連携しながら、ハザードマップの見方や適切な避難行動の周知などを実施します。 
 
１５の新潟駅前駅地下道エレベーター整備事業では、新潟大学前駅に隣接し、 JR 越後線の下を南北方向



に立体交差する地下道のバリアフリー化対策として地下道内にエレベーターを設置することで、誰もが
安全で快適な利⽤環境の確保を図ります。 
今年度は、エレベーター設置に⽀障となる地下埋設物の移設⼯事に着手いたします。 
 
次に右下のえんじ色の枠の区⺠が主役の活力あるまちです。 
16 の Meetup！NiigataWEST2040〜若者未来会議〜では、⻄区から希望と活力に満ちた未来を創造する
ため、多様な主体や未来を担う人材が出会い協働する共創コミュニティづくりに取り組みます。 
令和 8 年度は、⻄区の誇る海岸エリアの一層の交流を目指し、海辺のブランドビジョンづくりのため魅
力の掘り起こしに焦点を当てます。 
 
17 の地域と大学連携事業では、大学と地域がお互いにより身近な存在となり大学の知と学⽣の力が地域
に賑わいと活力を⽣み出すまち作りを目指し、大学、短大等から、地域の課題解決や活力に向けた提案を
募集し、その取り組みを後押しします。 
 
以上で私から説明を終わります。 
 
（⾵間会⻑） 
はい。 
ありがとうございました。 
資料 4 のカラーの内容につきまして副区⻑より説明がありました。 
皆さんの方で何かこの内容につきまして質問等ございましたら挙手をお願いしたいのですが、いかがで
しょうか？ 
 
（質問者なし） 
 
（⾵間会⻑） 
それでは特にないようですので、（2）市⻑とすまいるトークにつきまして、事務局より報告をお願いいた
します。 
 
（地域課・吉岡課⻑補佐） 
ありがとうございます。 
資料の 5 をご覧ください。 
令和 8 年度の市⻑とすまいるトークについてお知らせさせていただきます。 
市政に関する情報を提供しながら市⺠の皆様と直接対話を行って、要望や意見を聞くということと、市
政に対する理解を深めていただくということを目的に毎年実施させていただいております。 
東区の 5 月 13 日を⽪切りにしまして⻄区におきましては、６月 2 日 19 時から 20 時 20 分、⿊崎市⺠会
館のホールで開催させていただきます。 
事前申し込み等を不要でございますのでお時間許せば直接会場へ、できればお誘い合わせの上ご参加い



ただけると大変ありがたいです。 
私の方からは以上でございます。 
 
（⾵間会⻑） 
ありがとうございます。 
市⻑とすまいるトークについて何か質問がありましたら挙手をお願いしたいのですがいかがでしょうか。 
 
（質問者なし） 
 
（⾵間会⻑） 
ありがとうございます。 
それでは本日の主題の最後になります 5 番その他（1）令和 8 年度全体委員研修について、事務局の方か
らお願いいたします。 
 
（地域課・吉岡課⻑補佐） 
はい。 
それでは事務局より令和 8 年度の全体委員研修について市⺠協働課の方から連絡事項としてお伝えさせ
ていただきます。 
資料 6-1 のカラー刷りの資料、その後ろに 6-5 までついていると思いますがご覧ください。 
 
6-1 の方では、研修会の体験ブースの中に新潟県防災ナビの体験がありますが、当日スムーズにご案内で
きるようにするため、研修会前にチラシの 2 次元コードの方からダウンロードをお願いしますというも
のでございます。 
 
さらに、資料の 6-2 の方をご覧ください。 
新潟市の公式 LINE の部分です。 
お友達登録の方法が記載されておりますので、こちらの方も二次元コードを読み込んでお友達登録をお
願いいたします。 
 
続き続いて研修会当日の服装についてでございますが、起震車、地震を起こす車ですね、起震車の体験が
ありますので、動きやすい服装でお越しくださいということでございます。 
また当日は一般の利⽤者や地域住⺠の起震車の体験は受け付けておりませんので、⾃治協委員とわかる
ジャンパーですとか、名札などのご着⽤にご協力をお願いいたします。 
 
市⺠協働課宛の FAX についてのお知らせをさせていただきます。 
市⺠協働課の FAX が 4 月 21 日まで保障していたということで、その間にいただいた FAX が受信できて
いないということでございます。 
21 日までに市⺠協働課に FAX でご連絡送信された方がいらっしゃいましたら、大変お手数ですけれど



も資料 6-3 についている出欠表など改めてご回答いただければと思います。 
特に FAX 使ってない方に関してはやらなくて結構でございます。 
 
市⺠協働課では故障期間問わず 4 月 21 日までで⻄区委員からの FAX の回答は受け取っていないという
ことでございました。 
 
次に他の区であったこの研修会に対する質問への回答ということで共有をさせていただきます。 
委員が都合により研修会に参加できなくなった場合、代理の出席は可能かというお問い合わせがござい
ました。 
 
全体会は費⽤弁償をお⽀払いするため代理出席は不可としておりましたが、委員研修は費⽤弁償の対象
ではないということ、参加者数が増加するわけではないことで不可とした場合研修内容を地域に持ち帰
る方がいなくなってしまうということなどから、代理出席は可とさせていただきます。 
 
全体委員研修は本日が回答締め切りとなっております。 
まだ回答されていない方がいらっしゃいましたら、欠席の場合でも本日中に資料 6-3 の出席出欠表によ
りご回答をお願いいたします。 
 
後ろについている資料 6-4、6-5 につきましても、研修会前にご一読の方よろしくお願いいたします。 
事務局からは以上でございます。 
 
（⾵間会⻑） 
ありがとうございます。 
起震車は 2 月に抽選がありまして、たまたま借りられるということになったそうです。 
県に 1 台しかない、あの地震を体感していただく起震車です。 
 
今の事務局の報告で皆さんの方で何か質問がありましたらお受けしたいと思いますがいかがでしょうか。
はい、どうぞ。 
 
（竹⽥委員） 
第 2 部会の竹⽥でございます。 
今の全体研修会の件で二次元コードを今見ましたら、締め切りが 5 月 1４日と出ているんですが、この文
章を見ますと本日中というふうになっています。 
 
（地域課・吉岡課⻑補佐） 
ありがとうございます。 
市⺠協働課の方のそのサイトの方では 5 月 14 日ということで直前の部分まで受付の終了日というふうに
は設定していますが、回答の締め切り日は 4 月 30 日ということで聞いております。 



そのため早めにご回答の方にご協力いただきます。 
 
（⾵間会⻑） 
はい。 
ご協力の方お願いします。 
ちょっとややこしいですね。 
マイクロバス利⽤するかどうかも聞かれていますので、私先月にもう送ったと思っていたのですが、FAX
が届いてないっていうお話なので後でちょっと確認していただきたいと思います。 
マイクロバスを利⽤する方は一緒に会場まで行くということになりますので。 
マイクロバスの時間についてはいかがでしょうか。 
 
（地域課・吉岡課⻑補佐） 
マイクロバスの手配については本日の出欠の回答を待って、また別途 LINE でお知らせさせていただき
ます。 
 
（⾵間会⻑） 
よろしいですか。 
どうぞ、古俣委員。 
 
（古俣（和）委員） 
新潟県防災ナビについて、避難所の登録の話が出てくるのですよ。 
これが未整備というか、家族を登録したりね、ペットを登録したりする欄があるのです。 
そこのとこが未整備ですよね。 
登録できない情報があるのですよ。 
15 日にちゃんと完璧なものにできるのかどうかそこ心配だよね。 
その辺確認していただけるとね。 
 
（地域課・吉岡課⻑補佐） 
すみません。 
そこは確認をさせていただきます。 
 
（⾵間会⻑） 
あんまり時間が合わないので、できるだけ早く LINE で連絡できるようにしていただければと思います。 
 
他に皆さんの方から何か質問がございましたら。 
 
はいそれでは私の方から皆様にお知らせと提案がございます。 
一つは 5 月の⾃治協議会でございますけれども、議事がないような状態であることから、休会とさせて



いただきますが、よろしいでしょうか。 
 
（異議なし） 
 
（⾵間会⻑） 
各部会の会議は皆さん部会ごとに決まっておりますのでそれは予定通り部会を開いていただくというこ
とです。 
 
最後に事務局から連絡をお願いいたします。 
 

【事務局からの連絡】  
 
（地域課・吉岡補佐） 
・次回開催案内 
「令和８年６月 29 日（月）午後 3 時〜 ⻄区役所健康センター棟３階大会議室にて」 
 
（⾵間会⻑） 
閉会宣⾔〔会議終了〕 
 


